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研究成果の概要（和文）：本研究は、共感的文章が理解、コミットメント等に与える影響を検証するための実験
パラダイムを開発した。参加者は、作者の共感的エピソードや関係するイラストが含まれる、または含まれな
い、教育実践報告書の書き方に関する文章を読んだ後、いくつかの質問に答えた。その結果、共感的文章は作者
に対する並行的共感および応答的共感の両方を高めたが、理解度得点と主観的理解度は減少させた。共分散構造
分析の結果、共感的文章により高められた並行的／応答的共感が主観的理解度を高め、応答的共感と主観的理解
度がこの助言へのコミットメントを高めることを明らかにした。その他、共感の二重性に関する基礎研究を行っ
た。

研究成果の概要（英文）：This study developed an experimental paradigm in which empathic text 
affected comprehension, commitment, and other aspects. Participants answered some questions after 
reading text which explained how to write an educational practice report with or without some 
empathic episodes and illustrations related to the text. As a result, it showed that the empathic 
text enhanced both the participants’ parallel and reactive empathy to the text author but decreased
 their comprehension test scores and subjective comprehension. Structural equation modeling revealed
 that both parallel and reactive empathy enhanced by the empathic text increased subjective 
comprehension, and that reactive empathy and subjective comprehension led to higher commitment to 
the advice. In addition, we carried out basic studies on the dual-process theory on empathy.

研究分野：認知心理学、教育心理学、教育工学
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１．研究開始当初の背景 

心理学をはじめ、その周辺領域である脳科
学、進化生物学、認知科学などの領域で、共
感に関する基礎研究が盛んに進められ、成果
が蓄積されてきた。その中で見えてきたこと
は、共感が人間の生得的な特徴であり、行動
の根源的要因の一つと考えられることであ
る。このように基礎研究が十分に蓄積されて
きた中で、代表者の専門である「説明研究」
の問題を解決する一つの手段として、共感に
着目した。 

代表者が専門とする「説明研究」の中で、
「よい説明」とされる一つの価値観は、「理
解（＝わかりやすさ）」を促すことである。
しかし、説明のゴールは理解の後に続く「行
動（＝態度変容・動機づけ・コミットメント）」
であることも多く、しかも理解が必ずしも行
動を促すとは限らない。たとえば、「家電の
マニュアルで新しい機能は理解できたが、使
ってみようとは思わなかった。」「防災マニュ
アルで水害時の避難の重要性は理解できた
が、実際の行動が起こらなかった。」といっ
た事例がそれである。総じて従来の説明研究
は、理解が行動の前提であるという価値観か
ら理解を重視しすぎるあまり、行動を軽視し
てきたと考えられる。ここに共感を持ち込み、
「理解してもらい、行動してもらえる説明」
を目指す。 

本研究が共感を扱う際には、共感の二重性
を前提とする。共感の二重性とは、共感を並
行的共感（対象者の感情のコピー、無意識的）、
応答的共感（状況理解と推論に基づく感情、
意識的）に分けるモデルを指す。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、以下の 3 点に分けられる。 

(1)共感・理解・行動に関する実験パラダイム
の開発と検証 

共感の二重性を仮定し、説明文における共
感の喚起が、内容の理解とコミットメント
（行動、態度変容）に与える影響を検討する
ための実験パラダイムを開発し、その効果を
実際に確かめることを第 1 の目的とした。 

(2)共感の二重性に関する基礎研究 

共感の二重性に関する基礎研究を進める
ことを、第 2 の目的とした。 

(3)その他 

本研究に関連して、周辺領域における二重
過程理論に対する情報収集、説明の満足度に
関する研究、ICT 活用場面を想定した共感と
説明の応用についての情報収集を目的とし
た。 

 

３．研究の方法 

(1)共感・理解・行動に関する実験パラダイム
の開発と検証 

以下の研究パラダイムを開発し、運用し
た。教師である中村さんによる「わかりやす
い教育実践報告書の書き方」という文章を作
成した（図 1）。文章の書き方のみに特化した

統制条件と、統制条件の中に中村さんの主観
的な感想（たとえば、まわりの先生からほめ
られてうれしかった、など）や中村さんのイ
ラストが含められている共感喚起条件を設
定した。参加者（教員養成課程の大学生）は、
2 条件に分けられて説明文を読んだ後、並行
的共感、応答的共感、主観的理解度、コミッ
トメントについての質問、および理解度テス
トに答えた。また、実験の一部では、特性共
感についての測定を手続きに加え、特性共感
と並行的／応答的共感の関係について検討
した。 
(2)共感の二重性に関する基礎研究 

文章の登場人物に対する感情推論および
並行的／応答的共感に対して、ワーキングメ
モリの妨害効果（二重課題）の影響があるか
どうかを検討した。 
(3)その他 

 以下を行った。 
①周辺領域における二重過程理論に対する
情報収集 
②説明の満足度に関する研究 
③ICT 活用場面を想定した共感と説明の応用
についての情報収集 
 
４．研究成果 
(1)共感・理解・行動に関する実験パラダイム
の開発と検証 

実験パラダイムを確立するため、探索的に
手続きを変更しながら実験を実施した。 

第 1の実験では、並行的共感、応答的共感、
理解度テストなどの得点は、2 条件で差がな
かった。その原因として、文章の読み時間が
長いこと、共感的エピソードが弱いことが考
えられた。 

そこで、第 2に、文章の読み時間を短くし、
共感エピソードにイラストを加えた材料を
新たに作成して実験を行った。その結果、次
に述べる最終成果を得た。 

並 行 的 共 感 得 点 （ t=2.276, p=.023, 
d=0.246）、応答的共感得点（t=2.677, p=．
008, d=0.290）、理解度テストの正答率
（t=3.745, p<.001, d=0.405）、主観的理解
度得点（t=2.804, p=.005, d=0.303）につい
ては、2 条件の差が有意にみられた。ただし、
コミットメントについては有意な差はみら

図 1 実験材料（左：統制条件、右：共

感喚起条件） 



れなかった（t=.1.303, p=.193, d=0.141）。
共分散構造分析によるモデル化を行った結
果（図 2）、(a)共感的文章が並行的／応答的
共感を高め、主観的理解度を増加させること、
(b)共感的文章は理解度（正答率）を下げ、
主観的理解度を下げるが、それを共感が補完
すること、(c)主観的理解度と応答的共感が
高いほどコミットメントを上げるが、並行的
共感とコミットメントは無関係であること、
等が明らかになった。 

また、一部のサンプルには特性共感尺度へ
の回答を求め、並行的／応答的共感との相関
関係を吟味した。その結果、視点取得と並行
的共感の間に有意な負の相関 (r=-.192, 
p=.035)がみられたが、値が小さく解釈も難
しいため、今後の検討課題となった。 
(2)共感の二重性に関する基礎研究 

ワーキングメモリの妨害手続きを用いて、
文章の登場人物に対する感情推論および並
行的／応答的共感への妨害の効果を確認し
た。その結果、並行的共感は妨害されず、応
答的共感は妨害されるという本研究の前提
は再現できなかった。したがって、並行的共
感と応答的共感についての基礎研究は、今後
の課題となった。感情推論については、妨害
の影響を受けず、自動的プロセスであること
が示唆された。 
(3)その他 

①周辺領域における二重過程理論に対する
情報収集を行った。具体的には、二重過程理
論の観点から、共感的喜びと妬みの時間特性
を検討した。実験参加者は、テレビゲームの
プレイ後、同じテレビゲームを上手にクリア
できた他者の映像を閲覧した後、並行的共感
的喜び、応答的共感的喜び、妬み感情の各尺
度に回答し、5 分間のリフレクション後、再
び同尺度に回答した。その結果、(a)リフレ
クションの前後で，男性は並行的共感的喜び
が増加する一方で、女性は応答的共感的喜び
が減少し、妬み感情が上昇すること、(b）リ
フレクション前の並行的共感的喜びの大き
さは、応答的共感的喜びに対してはリフレク
ション前に促進的に影響するが、妬み感情に
対してはリフレクション後に遅延的かつ抑 
制的に影響することが明らかになった。 
②説明の満足度に関する研究を行った。大学
授業を事例として、マーケティング領域の先
行研究を参考に、大学授業の満足度を規定す
る要因として期待一致、代替魅力、自己適合
を取り上げて、質問紙調査により比較した。
共分散構造分析の結果、代替魅力と自己一致
は満足度やコミットメントを高める一方で、

期待一致の影響はみられなかった。ここから、
大学授業を生涯学習場面に一般化すれば、代
替魅力や自己適合の要因により満足度が規
定され、継続的な学習の動機づけにつながる
ことが示唆された。 
③ICT 活用場面を想定した共感と説明の応用
についての情報収集を行った。具体的には、
「協調の支援」などの項目に対して、関連研
究を調べ、紹介した。 
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